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今後の電源市町村の観光振興へ向けて
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� 電気のふるさと vol.9

高知県黒潮町は、四国・西南部の海沿いにある温暖な町。美しい砂浜と松原のある景勝地として知られ
てきましたが、松原がマツクイムシにより壊滅的な被害を受けてしまいました。そこでその再生をきっ
かけとして“造られた”のが、建物のない美術館「砂浜美術館」です。今回は、環境そのものを生かすユ
ニークな発想の転換で集客効果をあげ、全国から注目されている黒潮町の取り組みをご紹介します。

世界初“建物のない美術館”で未来へ前進
発想の転換により全国が注目する町に変身

「砂浜美術館」のイベントのひとつ「シ—サイドはだしマラソン」
長くて美しい砂浜だからこそ「はだし」で走れます。
毎年五月の連休中のＴシャツアート展に合わせて開催され、大人から子供まで全国からはだしのランナーが集合。

南
国
土
佐
・
黒
潮
が
洗
う
漁
業
と
農
業
の
町

　

平
成
十
八
年
三
月
に
大
方
町
と
佐
賀
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
黒

潮
町
。
高
知
市
か
ら
西
に
約
百
キ
ロ
メ
ー

ト

ル

、
四
国
・
西
南
部
の
太
平
洋
岸

に
位
置
し
、
約
百
八
十
八
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト

ル

の
面
積
に
、
約
一
万
四
千
人
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
南
国
特
有
の
温
暖
な
気
候
で
、
旧
大
方
町
で
は

ハ
ウ
ス
園
芸
や
黒
砂
糖
・
葉
タ
バ
コ
作
り
、
稲
作
な
ど
の
農
業
が
中
心
。

一
方
旧
佐
賀
町
は
、
日
本
一
の
漁
獲
高
を
誇
る
カ
ツ
オ
船
団
を
有
し
、

カ
ツ
オ
の
一
本
釣
り
を
中
心
と
し
た
漁
業
が
盛
ん
で
す
。
太
平
洋
沿

岸
で
は
、
ニ
タ
リ
ク
ジ
ラ
や
バ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
観
光
客
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

旧
佐
賀
町
に
は
、
四
国
電
力
株
式
会
社
の
佐
賀
水
力
発
電
所（
一
万
五

千
七
百
キ

ロ

ワ
ッ
ト

）が
あ
り
、
地
域
に
電
気
を
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
旧
大
方
町
は
、
白
砂
青
松
が
美
し
い
景
勝
地
「
入
野
松
原
」

で
も
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
昭
和
の
終
わ
り
頃
、
数
万
本
あ
っ

た
樹
齢
数
百
年
の
松
が
マ
ツ
ク
イ
ム
シ
に
よ
る
被
害
で
枯
れ
て
い
き
、

松
原
の
一
部
は
廃
材
や
ゴ
ミ
の
捨
て
場
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
当
時
、

町
は
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
入
野
松
原
」
の
再
生
を
中
心
に
、
人
口
の

減
少
・
高
齢
化
や
産
業
の
振
興
対
策
な
ど
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て

い
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
入
野
松
原
の
再
生
と「
松
原
サ
ミ
ッ
ト
」

　

平
成
元
年
七
月
、
全
国
各
地
の
松
原
再
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
松

原
サ
ミ
ッ
ト
」
が
、
旧
大
方
町
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
年
は
ち
ょ
う
ど
町
振
興
の
た
め
の
十
年
計
画
を
立
案
す
る
年

に
当
っ
て
お
り
、
ま
た
国
の
「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
の
交
付
金

を
利
用
し
て
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
て
い
た
入
野
松
原
の
再
生
に
取

お問合わせ先：黒潮町役場 総務課 企画振興係　 TEL 0880-43-2112
　　　　　　 NPO砂浜美術館　 TEL 0880-43-4915　http://sunabi.com　　

高
知
県
黒
潮
町

着
地
型
旅
行
商
品
開
発
に
地
域
の
関
心
が
と
み
に

高
ま
っ
て
い
る
。

（財）
電
源
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
「
観
光
現
地
指
導
会
」
事
業

へ
の
参
加
申
し
込
み
状
況
を
み
て
も
、
こ
の
着
地
型
旅
行
商

品
開
発
に
関
わ
る
案
件
が
目
立
っ
て
い
る
。
従
来
、
旅
行
会

社
の
商
品
づ
く
り
は
、発
地
（
市
場
）
側
で
商
品
企
画・造
成・

販
売
を
す
る
も
の
で
あ
り
、歴
史
的
に「
発
地
型
」で
あ
る
た
め
、

「
発
地
型
旅
行
商
品
」
と
い
う
言
い
方
は
し
な
か
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
旅
行
者
の
着
地
で
あ
る
地
域
の
側
が
主
導
し
て

つ
く
る
旅
行
商
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
が
、「
着
地
型

旅
行
商
品
」
で
あ
る
。

　

着
地
型
旅
行
商
品
が
注
目
さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
旅
行

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
高
度
化
、
一
方
で
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ

に
情
報
入
手
・
商
品
開
発
で
的
確
に
対
応
し
に
く
い
旅
行
会

社
側
の
事
情
が
あ
る
。
既
存
の
観
光
地
に
お
い
て
も
多
様
化
、

高
度
化
す
る
観
光
客
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
不
十
分
で
、
魅
力

的
な
観
光
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
不
足
し
て
お
り
、
そ
れ
が
観

光
入
り
込
み
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
地
域

資
源
を
新
し
い
観
点
か
ら
捉
え
直
し
、
活
か
し
て
い
く
観
光

振
興
方
策
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
有
力
な
方
策
の

一
つ
が
着
地
型
旅
行
商
品
開
発
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
主

た
る
テ
ー
マ
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

産
業
観
光
、
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
滞
在
型
・
暮
ら
し
体
験
型
、

ま
ち
歩
き
な
ど
で
、
商
品
化
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、「
地
域
密

着
・
地
域
連
携
・
地
域
協
働
」、「
多
様
な
地
域
資
源
の
多
彩

な
活
用
」、「
人
と
の
触
れ
あ
い
（
ガ
イ
ド
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

住
民
）」、「
学
び
」
で
あ
る
。

　

着
地
型
旅
行
商
品
は
、
地
域
に
お
け
る
新
た
な
観
光
魅
力

づ
く
り
と
新
た
な
観
光
顧
客
の
獲
得
、
滞
留
・
滞
在
利
用
の

促
進
と
観
光
消
費
機
会
の
増
大
、
地
域
資
源
の
多
彩
な
活
用

に
よ
る
農
林
漁
業
、
商
工
業
の
活
性
化
の
促
進
、
地
域
に
お

け
る
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
起
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
の
ガ
イ
ド
業
の
展
開
と
い
っ
た
可
能
性
を
有
し
て
い

る
。
自
然
、
生
活
文
化
、
そ
し
て
発
電
所
を
は
じ
め
農
漁
業

な
ど
の
産
業
に
恵
ま
れ
た
電
源
市
町
村
こ
そ
、
こ
の
着
地
型

旅
行
商
品
開
発
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
、
組
織
づ
く
り
を
急
ぎ
た
い
も
の
で
あ
る
。
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㈱土澤まちづくり会社
岩手県 花巻市東和町土沢地区

いいだ人形劇フェスタ
長野県 飯田市

大湊ネブタ祭り
青森県 むつ市

・相談窓口のご案内

・「エネルギー人形劇」上演のお知らせ

・「エネルギープラザ2007」開催のお知らせ

・平成19年度下期原子力発電施設等周辺

地域企業立地支援給付金について

・「新潟県 柏崎市・刈羽村 震災復興事業」

を実施しました

・「夏休み親子体験学習会2007in東京」

を開催しました

・Vol.８読者の声から

・人事往来

・お知らせ

・読者プレゼント

平田赤ねぎ
山形県 酒田市

佐賀水力発電所（四国電力）
最大出力：1.57万ｋW

運転開始：昭和12年12月
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